





































せ範疇文法 (CCG; [14, 18])やタイプ論理文法 (TLG;


















CP 節 f, t, t-sbj, q, q-sbj, x
N 名詞
NP 名詞句 q
PP 後置詞句 s, s2, o1, o2
Q 量化詞




文法役割を示すもの PPs (主語), PPs2 (第二主語),
PPo1 (第一目的語), PPo2 (第二目的語), CPt-sbj
(補部節主語), CPq-sbj (疑問節主語) 4）
節の種類を示すもの Sa (連用節), Se (空所なし名
詞修飾節), Simp (命令節), Sm (主節), Snml (名詞
化節), Srel (関係節), Ssmc (小節), Ssub (準主節),
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A/B B ⇒ A A/B (B/C)/$ ⇒ (A/C)/$















関連する unary規則を簡単に説明する (表 2参照)。
名詞の名詞句化 本ツリーバンクでは，基本カテ
ゴリとして Nと NPの区別を行い，Nから NP









名詞の名詞句化 N ⇒ NP
名詞句の述語化 NP ⇒ PPs\S
名詞句の後置詞句化 NP ⇒ PPs, NP ⇒ PPo1






5） X/$は X, X/Y, (X/Y)/Z, . . . のいずれかを，$\Xは X, Y\X,
Z\(Y\X), . . . のいずれかを表す。
規則の種類 規則
主語に対する内の関係 PPs\Srel ⇒ N/N
第一目的語に対する内の関係 PPo1\Srel ⇒ N/N
付加句に対する内の関係 Srel ⇒ N/N
















連用節化 Sa ⇒ S/S,
PPs\Sa ⇒ (PPs\S)/(PPs\S)
名詞句の副詞化 NP ⇒ S/S,
NP ⇒ (PPs\S)/(PPs\S)









主語と第一目的語 PPo1\(PPs\S) ⇒ PPs\(PPo1\S)
主語と第二主語 PPs2\(PPs\S) ⇒ PPs\(PPs2\S)















FOL: ∃𝑥1∃𝑥2.(窓 (𝑥2)∧∃𝑒3.(開ける (𝑒3)∧arg_s(𝑒3, 𝑥1)∧
arg_o1(𝑒3, 𝑥2) ∧て (𝑒3)))
DRS: ({𝑥1, 𝑥2, 𝑒3} , {窓 (𝑥2),開ける (𝑒3), arg_s(𝑒3, 𝑥1),
arg_o1(𝑒3, 𝑥2),て (𝑒3))})
HOL:ある (𝜆𝑦𝜆𝑥.開ける (𝑥, 𝑦),窓 )
それぞれの意味表示について簡単に説明する。
FOL FOL の意味表示は Neo-Davidsonian Event
Semantics [13] に基づく。ここで，arg_s(𝑒, 𝑥) と
arg_o1(𝑒, 𝑥) はそれぞれ，ABC 文法のカテゴリ
PPsと PPo1に対応する意味役割であり，「イベント
𝑒 の主体は個体 𝑥 である」「𝑒 の対象は 𝑥」を表す。
(1)では，「（て）ある」を受身に類する述語として解
析することで，適切な述語項構造が得られている。6）
DRS DRS は意味合成によって導出された FOL
の意味表示からの自動変換によって得られる。DRS
は，談話指示物 (discourse referent)の集合 𝐷 と条件



































図 2 (1)と (2)の DRSの Box表記
FOL: ∃𝑥1.(病院 (𝑥1) ∧ ∃𝑒2.(行く (𝑒2) ∧ arg_s(𝑒2, speaker) ∧
に (𝑒2, 𝑥1)∧から (𝑒2,¬∃𝑥3.(咳 (𝑥3)∧∃𝑒4.(なおる (𝑒4)∧
arg_s(𝑒4, 𝑥3))))))
DRS: ({𝑥1, 𝑒2} , {病院 (𝑥1),行く (𝑒2), arg_s(𝑒2, speaker),
に (𝑒2, 𝑥1),から (𝑒2,¬(∅, {({𝑥3, 𝑒4} , {咳 (𝑥3),
なおる (𝑒4), arg_s(𝑒4, 𝑥3)})}))})













































b1 arg_s e2 speaker






b3 arg_s e4 x3
b1 から e2 b2
図 3 (2)の DRSから得られた節形式
ABC パーサで評価用データの 223 文を解析10）
し，出力の導出木から DRS の節形式を生成した。
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A 付録
3節で例示した (1)と (2)の文の意味表示 (FOL, DRS, HOL)に対する導出木を示す。これは 3節で述べた意味テンプ
レートに基づいて，ccg2lambdaを用いて ABCツリーバンクの木から生成したものである。なお，ABCツリーバンクでは
名詞句のカテゴリとして Nと NPを区別しているが（2.2.1節を参照），現在のところ，意味合成において NPと Nの意味
割り当ては区別されていない。
(1)「窓が開けてある」(Keyaki:13_textbook_djg_gram_terms)の導出木
13_textbook_djg_gram_terms;b_page_2;JP: 窓 が 開け て ある 。
FOL-Normalized: exists x1 x2.(窓(x2) & exists e3.(開ける(e3) & arg_s(e3,x1) & arg_o1(e3,x2) & て(e3)))





















\F.exists x.(窓(x) & F(x))
NP
















\S K.S(\e.(て(e) & K(e)))
)PPo1 \(PPs\Ssmc




\V Q K.V(Q,\F.exists x.F(x),K)
PPs \Sm
\Q K.exists x.Q(\y.exists e.(開ける(e) & arg_s(e,x) & arg_o1(e,y) & て(e) & K(e)))
Sm
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(2)「咳がなおらないから，病院に行きます」(642_textbook_purple_basic)の導出木
642_textbook_purple_basic;page_217;JP: *speaker* 咳 が なおら ない から 、 病院 に 行き ます 。
FOL-Normalized: exists x1.(病院(x1) & exists e2.(行く(e2) & arg_s(e2,*speaker*) & に(e2,x1) & から(e2,-exists x3.(咳(x3) & exists e4.(なおる(e4) & arg_s(e4,x3))))))














































\F.exists x.(咳(x) & F(x))
NP

















\X0 K.-X0(\x.exists e.(なおる(e) & arg_s(e,x) & K(e)))
Sa




\S V Q K.V(Q,\e1.(から(e1,S(\e.True)) & K(e1)))
)(PPs\Sm)/(PPs\Sm













\F.exists x.(病院(x) & F(x))
NP




\Q1 V Q2 K.Q1(\x.V(Q2,\e.(に(e,x) & K(e))))
)(PPs\Sm)/(PPs\Sm











\X0 K.X0(\x.exists e.(行く(e) & arg_s(e,x) & K(e)))
PPs \Sm
\Q2 K.exists x.(病院(x) & Q2(\z1.exists e.(行く(e) & arg_s(e,z1) & に(e,x) & K(e))))
PPs \Sm
\Q K.exists x.(病院(x) & Q(\z1.exists e.(行く(e) & arg_s(e,z1) & に(e,x) & から(e,-exists x.(咳(x) & exists e02.(なおる(e02) & arg_s(e02,x) & True))) & K(e))))
Sm
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